
・輸出
１．輸出相手国割合（2020年6月）

１位：スイス 47.5%
２位：コンゴ(民) 18.0%
３位：シンガポール12.0%,
４位：中国 7.9%
５位： 南アフリカ4.2%
その他 10.3%

２．主要輸出品目
電解精錬用の銅陽極／エレクトロウォン銅陰極
／粗銅／硫酸／発煙硫酸／セメント／甘蔗糖

・輸入
１．輸入相手国割合（2020年6月）

１位：南アフリカ 34.5%
２位：中国 16.6%
３位：コンゴ(民) 6.1%
４位：インド 3.6%
５位：モーリシャス 3.1%
その他 36.1%

２．主要輸出品目
石油／内燃機関用燃料／軽油／硫黄／医薬品

*1 GDP at market prices (Current USD)
*2 2020年1月から6月までの貿易額。1USD=16.8ZMW（2020年6月まで

のザンビア中央銀行為替相場月平均を用いて換算）
*3 2020年1月から6月までの貿易額。1USD=108.67円（2020年6月まで

の日銀基準外国為替相場月平均を用いて換算）
＜出典＞ 1, 2, 5, 16, 19:EIU Country Report／3: ILO／4:The World 
Factbook (CIA) ／8, 9, 10, 12, 14: Monthly Bulletin (CSO)／ 7: World 
Bank／11, 13, 15:日本国財務省貿易統計／6, 17, 18:IMF／ 20: Ministry 
of Finance／21, 22:Bank of Zambia

マクロ経済レポート（2020年7月）
在ザンビア大
経済・開発協力班

２．主要マクロ経済指標

１．主要経済ニュース

３．貿易統計

１．政府、経済成⾧策の推進に尽力（Times of Zambia、4日）
ルング大統領は国民に対して、ザンビア政府は今後も経済成⾧に弾みをつける投資環境の整備を継続することを約束し
た。同大統領は、政府は経済のあらゆるセクター及び国内の全地域で経済発展を加速させることを保証すると述べた。

２．ザンビアの資本市場実績が悪化（Daily Nation; Daily Mail、7日）
過去９か月間のザンビアにおける資本市場実績は、今般のマクロ経済環境が為替とインフレ率に及ぼした悪影響
に起因し低迷した。チタル（Phillip Chitalu）証券取引委員会最高経営責任者は、為替相場とインフレ率の安定
が資本市場のパフォーマンス向上の鍵となる旨述べた。

３．民間航空局代表、「空港の運営再開は経済成⾧を促進」と発言（Daily Nation、9日）
レサ（Gabriel Lesa）民間航空局代表は、国内の全国際空港は今月末までに完全に運営を再開する予定であり、右運営
再開はザンビアが新型コロナウイルスと闘い続ける中、経済を復興させ国家の成⾧を先導することに役立つと発言した。

４．政府、貿易不均衡の縮小を願う（Daily Nation、10日）
ヤルマ商業貿易産業大臣は、ザンビア政府はザンビア・南アフリカ間の既存の貿易不均衡を是正すべく、ザンビ
アから南アフリカへの付加価値製品の輸出を強化するビジネスモデルを必要としていると述べた。

５．地熱発電事業に320万米ドル（Times of Zambia、13日）
英国のRenewable Energy Performance Platform （REPP）社は、ザンビア初の商業地熱発電所の建設事業の一環とし
て、Kalahari GeoEnergy Limited社に320万米ドルの融資を割り当て、3か所の新規の試掘井の採掘を推進している。

６．IMF、ザンビア政府との協議の継続を表明（Times of Zambia、16日）
7月15日、IMFは6月22日から7月10日までの間、ザンビア政府、ザンビア中央銀行及び民間セクターとの間で開
催されたオンライン協議について声明を発表し、IMFは政府からの財政支援要請に係る議論を進展させるべく、
継続的に協議の場を持つ意向を表明した。

７．保健省、レビー病院に新規の新型コロナウイルス・センターを開所（Times of Zambia、27日）
チルフヤ保健大臣は、保健省はレビー・ムワナワサ病院に52床規模の新型コロナウイルス・センターを稼働させ
たと発表した。また同大臣は、当地の保健セクターに対する米国、中国、英国、日本、国連機関、並びに民間セ
クターからの支援に謝意を表した。

８．政府、新型コロナウイルスの影響を受けた脆弱層に現金を給付（Daily Mail、29日）
政府は、国連の３つの機関（WFP、ILO、ユニセフ）と協力し、新型コロナウイルスの影響を著しく受けた国内
16地区の計656,000世帯を対象とした緊急の社会的現金給付事業（social cash transfer programme）を開始し
た。右対象世帯は6か月の間、それぞれ毎月400クワチャを受給予定である。

マクロ経済指標 2019年 2020年
1. 人口（百万人） 17.9 (est) 18.4 (est)
2. 人口増加率（%） 2.87 (est) 2.79 (est)
3. 失業率（%） 11.4 11.4
4. 平均寿命（男／女） 51.4/54.7 (est) -
5. GDP（百万米ドル）*1 24,252 (est) 19,313 (est)
6. GDP成⾧率（%） 1.52 -3.51 (est)
7. 一人当たりGNI（米ドル） 1,430 -
8. インフレ率（%） 7.9 (Dec) 15.8 (Jul)
9. 消費者物価指数（2009年=100） 242.42 (Dec) 265.83 (Jul)
10. 貿易収支（百万米ドル） -438.39 612.47 *2
11. 対日貿易収支（百万米ドル） 109.86 -76.04 *3
12. 輸出（総額, 百万米ドル） 9,059.36 3,189.11 *2
13. 対日輸出（百万米ドル） 168.3 94.77 *3
14. 輸入（総額，百万米ドル） 9,497.75 2576.64 *2 
15. 対日輸入（百万米ドル） 58.44 170.81 *3
16. 経常収支（百万米ドル） 241 -535 (est)
17. 対外直接投資（百万米ドル） 5,048 (2018) -

18. 対内直接投資（百万米ドル） 25,777 (2018) -

19. 金・外貨準備高（百万米ドル） 1,450 1,073 (est)

20. 対外債務残高（百万米ドル） 11,300 11,300 (2019)
21. 為替レート（対米ドル） 10.45ZMW 18.15ZMW (Jul)
22. 主要政策金利（現行，年利％） 9.75 (Nov) 9.25 (May, 2020)


